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（1）　No.78

　「新しい社会的養育ビジョン」に則り全国
的に児童養護施設は小規模化を図っています。
児童養護施設博愛社では既に地域小規模児童
養護施設「くるみ」「楓」「日向」が淀川区内
で展開されています。８月に開設予定の地域
小規模児童養護施設「つむぎ」はこれまで住
み慣れた淀川区を離れ東住吉区での開設とな
ります。本体施設から距離があり新たな環境
でこどもたちと共に地域の方々に協力を得な
がら博愛社の理念のもと運営します。応援を
よろしくお願いします。� 【西川　篤志】

　

当
初
、
2
0
2
2
年
夏
に
開

設
を
目
指
し
て
い
た
「
児
童
養
護

施
設
（
仮
称
）
第
二
博
愛
社
」
の

建
設
工
事
が
3
月
に
始
ま
り
ま
し

た
。
定
員
24
名
で
、
一
戸
建
て
の

ホ
ー
ム
が
4
棟
と
事
務
所
棟
の
計

5
棟
が
建
ち
、
2
0
2
3
年
春

の
開
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

ま
す�

【
梶
川　
靖
夫
】

　
開
設
か
ら
11
年
、
こ
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
っ
て
き
た
「
家
」
も
老

朽
化
が
進
み
、
大
阪
市
の
改
修
補
助

金
に
加
え
、
㈱
ダ
イ
ヘ
ン
様
よ
り
頂

い
た
寄
付
金
を
使
っ
て
内
外
装
の
フ

ル
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
て
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
ど
も
た
ち
も

自
室
の
壁
紙
を
選
び
、
ド
ア
を
開
け

る
度
に
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
感
じ

ら
れ
る
家
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
様
々
な
形
で
支
援
し

て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

【
中
矢　
可
奈
子
】

フローリングやキッチンをリフォーム
イメージ図

外壁や屋根もリフォーム

完成間近の「聖三一教会」と「つむぎ」

地域小規模児童養護施設「つむぎ」8月開設！

地
域
小
規
模
児
童
養
護
施
設

地
域
小
規
模
児
童
養
護
施
設

「
く
る
み
」改
修

「
く
る
み
」改
修

児童養護施設（仮称）
第二博愛社開設に向けて
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は
く
あ
い
介
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
た

２
０
０
０
年
に
高
齢
事
業
の
在
宅
部

門
と
し
て
開
設
さ
れ
、
地
域
の
み
な

さ
ま
に
寄
り
添
い
続
け
、
は
や
22
年

の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
20
周
年
を

迎
え
た
記
念
と
し
て
15
年
以
上
着
続

け
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

一
新
し
よ
う
と
、
小
野
所
長
が
企
画

し
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
制

作
が
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。

長
年
連
れ
添
っ
て
き
た
色
褪
せ
た
相

棒
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
感
謝
し
、
届
い

た
新
し
い
上
着
に
袖
を
通
し
て
「
は

く
あ
い
介
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
真
っ
白
な
ロ
ゴ
を
見
る
と
入
職
当

時
を
思
い
出
し
、
今
ま

で
様
々
な
方
に
携
わ
り

紡
い
で
き
た
月
日
に
改

め
て
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　
次
の
10
年
に
向
け
て
。

基
本
方
針
を
軸
と
し
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方

か
ら
「
頼
り
に
な
る
は

く
あ
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
、

誠
心
誠
意
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

�

【
湯
原　
孝
子
】

～４歳の壁～

新しいスタッフジャンパー

　皆さんは「4歳の壁」という言葉をご存知
でしょうか？「4歳の壁」とは、だいたい4
歳前後になるとよく見られる反抗期の時期を
指すそうで特徴は、今までしていたことをし
なくなる、乱暴になる、嘘をつく、思い通り
にならないと拗ねる、癇癪をおこすなどがあ
ります。我が家の4歳になったばかりの長男
がこの「4歳の壁」の真っ最中で家族をだれ
かれ構わずに叩き、叱ると「もう知らん」と
すねたり、気に入らないことがあると家の中
でも道端でもかまわず泣き叫んだり、今まで
できていたことも「できないから、やって」
と自分ではやらなくなったりしてしまいまし
た。はじめは頭ごなしに叱ってばかりいまし
たが、これは成長過程で心が不安定になって
いるからと知ってからはできるだけこどもの
気持ちに寄り添って接するようになりました。
今でもこどもの行動は変わっていませんが自
分の気持ちにゆとりができ以前より冷静に対
応できるようになりました。誰と接する時も
寄り添う気持ちを忘れず何事にも冷静に対応
できるようになりたいです。
�【ケアプランセンターはくあい　谷本　潔俊】

四季
折々

博愛社　春の人事（2022年4月）

次の10年に向けて
【はくあい介護サポートセンター】

◆入社◆

［児童�養護施設］　エスカランテ 博美、綛谷 千尋、神崎 美咲、黒川 いつき、大門 恵奈 、宮崎 菜々
加(以上保育士)、笹倉 君代、富川 秀真（以上児童指導員）

［児童デイサービスわくわく］　古川 達也
［サテライト特養　清心館］　田村 尚生、西村 絵琉奈（以上ケアワーカー）
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社会福祉法人 博愛社　2021年度（令和₃年度）　決算報告書
　（単位千円）　　

　
２
０
２
１
年
度
（
２
０
２
１
年
４
月
～
２
０
２
２

年
３
月
）
に
、
皆
さ
ま
か
ら
博
愛
社
へ
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
、
寄
付
金
に
つ
い
て
感
謝
の
ご
報

告
を
い
た
し
ま
す
。

　
寄
付
金
の
総
額
は
１
８
７
０
万
余
円
で
し
た
。

内
訳
は
一
般
寄
付
50
万
円
、
後
援
会
２
７
０
万
円
、

各
施
設
指
定
寄
付
１
５
０
０
万
円
で
す
。

　
こ
の
厳
し
い
環
境
の
中
、
多
く
の
皆
様
か
ら
大

き
な
心
を
寄
せ
て
戴
き
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

　

２
０
２
１
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
環
境
も

改
善
が
見
ら
れ
ず
、
い
つ
終
息
す
る
の

か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

更
に
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
攻
防
が

長
期
化
し
、
世
界
的
に
重
た
い
空
気
が

心
に
迫
る
年
で
し
た
。

　

こ
ど
も
や
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
日
が
一
日
も
早
く
訪
れ
ま
す
様
祈

り
ま
す
。　

　

基
本
理
念
に
沿
っ
て
『
優
し
い
こ
こ

ろ
を
大
切
に
し
て
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
』

を
テ
ー
マ
に
事
業
を
進
め
ま
し
た
。

・�

～
明
る
い
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
博
愛
社
、

　

�

ま
ず
は
あ
い
さ
つ
か
ら
～
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
む
。
こ
ど
も
が
描
い

た
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
ポ
ス
タ
ー
を
法

人
内
各
所
に
掲
げ
、
挨
拶
を
し
よ
う

と
呼
び
か
け
る
。

　
『
理
事
長
先
生
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
』

　

�

と
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
ど
も
た
ち
に

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。　

・�

第
二
博
愛
社
開
設
に
向
け
て
。

　

�

保
育
所
跡
地
に
来
年
4
月
開
所
予
定
で
四
軒
の

小
規
模
ホ
ー
ム
と
事
務
棟
の
建
築
が
始
ま
る
。

近
隣
の
企
業
ダ
イ
ヘ
ン
様
か
ら
多
額
の
寄
付
を

戴
き
、
備
品
の
購
入
に
充
て
る
。
感
謝
で
す
。

・�

病
後
児
保
育
の
こ
ど
も
園
へ
の
移
管
、
更
に
病

児
保
育
へ
の
機
能
拡
大
に
取
り
組
む
。

　

�

大
阪
市
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査

を
経
て
採
択
さ
れ
、病
児・病
後
児
保
育
室
『
ペ

コ
ラ
』（
こ
ひ
つ
じ
の
意
）
を
四
月
開
設
。
地

域
貢
献
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

・�

こ
ど
も
園
開
設
２
年
目
を
迎
え
事
業
が
安
定
し

つ
つ
あ
る
。
一
時
預
か
り
事
業
（
年
間
９
５
０

名
）
園
庭
開
放
事
業
（
年
間
５
２
０
名
コ
ロ
ナ

蔓
防
の
為
入
場
制
限
等
で
減
少
）
の
利
用
。
両

事
業
と
も
に
大
変
人
気
が
あ
り
、
申
込
が
殺
到

す
る
状
況
。
こ
ひ
つ
じ
乳
児
保
育
園
の
子
育
て

支
援
が
例
年
よ
り
盛
況
で
新
入
園
児
へ
の
繋
が

り
が
期
待
さ
れ
る
地
域
支
援
が
広
が
っ

て
お
り
ま
す
。

・�

大
き
な
一
歩
。

　

�

保
育
部
門
に
お
い
て
『
人
事
育
成
評

価
制
度
』
を
導
入
。
職
員
研
修
、
個

人
面
談
を
度
々
重
ね
、
試
行
期
間
を

経
て
３
月
末
に
21
年
度
の
評
価
を
実

施
。
職
員
育
成
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
、
教
職
員
が
人
事
考
課
に
取
り

組
む
努
力
は
大
き
な
一
歩
で
し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
の
博
愛
社
は
、
下
記

の
決
算
報
告
書
の
と
お
り
、
各
施
設
、
法

人
本
部
と
も
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
感
謝
を
も
っ
て
報
告
い
た
し

ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
よ
う
な
博
愛
社
の

働
き
に
対
し
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
寄
付
金
、
寄
贈
品
、
後
援
会

費
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
へ
の
感
謝
の
思
い
を

込
め
て
、
お
名
前
を
次
の
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人 

博
愛
社　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
理 

事 

長　
長
野　
泰
信

博
愛
社 

後
援
会　
　
　
　
　
　

会　
　
長　
豊
川　
雅
章

副 

会 

長　
佐
野　
信
三

事
務
局
長　
和
多
田　
祐

１．資金収支計算書
科　　　目 予　算 決　算 差　異

　①事業活動収入 1,738,510 1,762,911 -24,401 
　②事業活動支出 1,644,690 1,654,834 -10,144 

A.事業活動収支差額 93,820 108,077 -14,257 

　③施設整備等収入 27,950 24,267 3,683 
　④施設整備等支出 100,960 101,153 -193 

B.施設整備収支差額 -73,010 -76,886 3,876 

　⑤その他活動収入 395,270 398,010 -2,740 
　⑥その他活動支出 355,630 370,735 -15,105 

C.その他活動収支差額 39,640 27,275 12,365 

D.当期資金収支差額 60,450 58,465 1,985 

E.当期末支払資金残高 609,913 607,929 1,984 

　※寄付金収入 18,707

2．事業活動収支計算書
科　　　目 当年度 前年度 増　減

　①サービス活動収益 1,734,685 1,728,105 6,580 
　②サービス活動費用 1,713,212 1,672,853 40,359 
　③サービス活動外収益 28,225 29,021 -796 
　④サービス活動外費用 18,603 19,511 -908 

A.経常増減差額 31,095 64,762 -33,667 

　⑤特別収益 337,673 23,519 314,154 
　⑥特別費用 303,719 25,188 278,531 

B.特別増減差額 33,954 -1,669 35,623 

C.法人税・事業税等 418 413 5 

D.当期活動増減差額 64,631 62,680 1,951 

E.次期繰越活動増減差額 1,338,392 1,233,760 104,632 

　※国庫補助取崩額 50,175　減価償却額 116,721

2021年度分
感謝のご報告感謝のご報告

3．貸借対照表
借　　　　　方 貸　　　　　方

科　　　目 当期末 前期末 増　減 科　　　目 当期末 前期末 増　減
　①流動資産 713,562 658,556 55,006 　④流動負債 117,160 123,883 -6,723 
　②基本財産 2,525,258 2,604,482 -79,224 　⑤固定負債 405,165 416,736 -11,571 
　③その他固定資産 1,113,718 1,085,018 28,700 　⑥基本金等 2,491,821 2,573,677 -81,856 

　⑦次期繰越収支差額 1,338,392 1,233,760 104,632 
A.資産合計 4,352,538 4,348,056 4,482 B.負債・純資産合計 4,352,538 4,348,056 4,482 

　※国庫補助金積立残高 1,124,561　積立金額 8,320
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社
会
福
祉
法
人
博
愛
社
へ
の
寄
付
お
よ
び

物
品
寄
贈
者　

２
０
２
１
年
度
分
（
敬
称
略
）

ご

　芳

　名

【
寄
付
金
】

愛
輝
幼
稚
園
、
赤
井
三
栄
子
、
明

坂
多
希
子
、
浅
井
健
吉
、
芦
屋

聖
マ
ル
コ
教
会
、
麻
生
多
加
江
、

足
立
勉
、㈱anagrom

浜
辺
竜
也
、

荒
瀬
八
良
、
有
澤
利
枝
、
碇
英
一
、

伊
崎
淑
子
、
市
川
聖
マ
リ
ヤ
幼

稚
園
、
井
上
薫
、
岩
田
幼
稚
園
、

宇
田
玲
佳
、
内
宮
隆
夫
、
宇
野

喜
句
子
、
大
阪
北
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
大
阪
教
区
婦
人
会
、
大

阪
教
区
連
合
男
子
会
、
大
阪
キ

リ
ス
ト
教
短
期
大
学
、
大
阪
聖

愛
教
会
、
大
阪
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
、

大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会
婦
人
会
、
大

阪
府
遊
技
業
協
同
組
合
青
年
部

会
、
大
橋
武
郎
、
小
椋
圭
一
郎
、

尾
崎
電
気
工
事
㈱
尾
崎
豊
美
、
小

野
真
友
美
、
梶
山
孝
雄
、
片
山

弘
文
、
金
宮
龍
也
、
上
岡
良
行
、

川
口
基
督
教
会
婦
人
会
、
川
田
誠
、

川
村
輝
夫
・
昌
子
、
関
西
学
院

宗
教
活
動
委
員
会
、
岐
邨
章
子
、

草
ヶ
江
幼
稚
園
、
釼
﨑
克
己
、
神

戸
昇
天
教
会
、
小
林
凌
子
、
齊

藤
壹
、
坂
本
か
ず
ゑ
、
作
典
子
、

佐
野
信
三
、
篠
塚
茂
子
、
鈴
木

敏
雄
、
聖
贖
主
教
会
婦
人
会
、
聖

バ
ル
ナ
バ
病
院
、
聖
ミ
カ
エ
ル

幼
稚
園
、
瀬
川
優
子
、
側
垣
二
也
、

大
國
榮
一
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
オ
ー

ナ
ー
ズ
会
、
㈱
ダ
イ
ヘ
ン
代
表

取
締
役
社
長
田
尻
哲
也
、
高
松

聖
ヤ
コ
ブ
幼
稚
園
、
拓
洋
、
田

中
廉
、
㈱
タ
モ
ツ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
社
長
新
保

貴
史
、
辻
毅
一
郎
、
出
上
俊
一
、

豊
田
医
院
豊
田
紘
生
、
中
島
和
子
、

永
谷
ヒ
ロ
子
、
長
野
加
代
子
、
長

野
泰
信
、
成
田
吉
哉
、
西
岡
浩
二
、

西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会
、
西
本
行
伸
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
天
満
教
会

あ
し
な
が
会
、
日
本
シ
ス
テ
ム

技
術
㈱
有
志
一
同
、
野
上
千
春
、

野
知
卓
司
、
畑
野
研
太
郎
、
初

雁
幼
稚
園
園
児
・
教
職
員
一
同
、

早
川
俊
・
文
子
、
早
川
育
子
、
林

光
行
、
樋
口
敏
雄
、
ヒ
ル
ト
ン

大
阪
、
プ
ー
ル
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
、
朴
木
清
重
、（
有
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
１
２
３
社

員
一
同
、
松
原
泉
子
、
㈱
万
代
、

三
島
キ
ヨ
コ
、
水
野
冨
士
夫
、
三

井
八
重
子
、
宮
嶋
公
恵
、
㈱
ミ

ヤ
ワ
キ
、
守
口
聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ

ン
教
会
、
山
田
洋
子
、
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
聖
十
字
幼

稚
園
、
吉
田
忠
司
、
良
善
幼
稚

園
理
事
長
﨏
田
光
俊
、
立
教
女

学
院
小
学
校
、
ロ
ッ
ク
ペ
イ
ン

ト
㈱
、
和
多
田
祐
、
和
田
多
喜
子
、

匿
名【

物
　
品
】

㈱
ア
イ
セ
イ
、
㈱
ア
シ
ッ
ク
ス
、
足

立
勉
、
㈱
ア
ド
近
鉄
取
締
役
社
長

杉
本
昌
弘
、
阿
部
勝
造
、
新
井
広
子
、

ア
リ
シ
ア
・
マ
リ
ー
・
ス
パ
ノ
ン
、

石
原
弘
子
、
井
上
薫
、
上
田
明
代
、

宇
田
玲
佳
、
宇
髙
正
惠
、
㈱
ウ
マ

エ
モ
ン
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ス
ペ
ラ

ン
サ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
㈱

関
西
総
合
料
金
セ
ン
タ
ー
料
金
企

画
部
、
㈱
Ｍ
Ｇ
Ｃ
代
表
取
締
役
松

田
清
治
、
大
阪
菓
業
青
年
ク
ラ
ブ

理
事
長
谷
川
陽
一
、
大
阪
ガ
ス
㈱
、

大
阪
堂
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

長
切
原
毅
、
大
阪
府
社
会
福
祉
協

議
会
、
大
阪
府
玩
具
・
人
形
問
屋

協
同
組
合
連
合
会
理
事
長
熊
本
和

浩
、
大
阪
府
遊
技
業
協
同
組
合
青

年
部
会
、
大
阪
本
場
青
果
卸
売
協

同
組
合
、
大
阪
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
会
長
木
村
芳
樹
、
大
阪
淀
川

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
大
盛
玄
、
大

盛
由
貴
、
大
矢
知
善
興
、
㈱
オ
リ

オ
ン
、
㈱
ガ
イ
ア
庄
内
店
、
㈱
ガ

イ
ア
吹
田
店
、
㈱
ガ
イ
ア
東
三
国
店
、

㈱
カ
リ
ス
会
長
嶋
﨑
忍
、
協
同
食

品
㈱
、
清
田
喜
美
江
、
近
畿
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
協
会
、
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
松

本
㈱
、
熊
本
県
経
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
丁
道
夫
、

倉
敷
紡
績
㈱
、
グ
リ
コ
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ャ
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
大
阪

工
場
、
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｌ
㈱
栗
山
晃
次
、

厚
生
労
働
省
、
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル

セ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱
尼
崎
倉
庫
店
、

小
竹
代
里
子
、
こ
ど
も
の
た
め
の

博
物
館
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
大
阪
、
小

西
麗
子
、
㈱
コ
ロ
ン
バ
ン
大
阪
営

業
部
支
店
長
和
田
正
人
、
さ
く
ら

タ
ク
シ
ー
㈱
、
佐
伯
直
輝
、
㈱
三

和
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、（
公
社
）
Ｊ
Ｅ

Ｏ
代
表
理
事
辻
正
夫
、
塩
月
智
、
塩

月
麻
貴
、
㈱
シ
リ
ウ
ス
、
ジ
ホ
ー

愛
の
基
金
・
絆　
村
上
マ
ル
エ
、
末

武
健
一
、
杉
井
和
子
、
杉
浦
清
子
、

鈴
木
敏
雄
、
全
国
シ
ャ
ン
メ
リ
ー

協
同
組
合
、
全
国
農
業
協
同
組
合

連
合
会
愛
媛
県
本
部
県
本
部
長
関

岡
光
昭
、
双
基
㈱
、
雑
巾
を
縫
う
会
、

㈱
ダ
イ
ヘ
ン
総
務
・
法
務
部
長
髙

野
哲
也
、
㈱
タ
モ
ツ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
社
長
新
保
貴

史
、Tabiji Kitchen

平
島
智
子
、

タ
リ
ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
、
㈱
タ
ン

バ
ヤ
、
チ
ャ
ッ
カ
リ
ー
平
澤
ま
こ
、

㈱
チ
ュ
チ
ュ
ア
ン
ナ
代
表
取
締
役

上
田
利
昭
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
て
ん
や
く
絵
本
ふ
れ
あ
い
文
庫
、

堂
島
ア
バ
ン
ザ
管
理
㈱
、
ド
ミ
ノ

ピ
ザ
新
大
阪
店
、
中
田
尚
子
、
㈱

nijito

、
日
本
鏡
餅
組
合
理
事
長
樋

口
元
剛
、（
公
社
）
日
本
缶
詰
び
ん

詰
レ
ト
ル
ト
食
品
協
会
、
日
本
シ

ス
テ
ム
技
術
㈱
、（
公
社
）
日
本
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
直
轄
室
統
括

本
部
社
会
連
携
室
、
日
本
レ
ッ
グ

ニ
ッ
ト
卸
商
協
同
組
合
理
事
長
金

村
雄
仁
、
㈱
ネ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、

根
来
一
美
、
㈱
乃
が
美
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
阪
上
雄
司
、
㈱
Ｈ
Ｙ
Ｔ
Ｉ

小
鯛
竜
也
、
㈱
ピ
ィ
テ
ィ
エ
ス
米

盛
彰
、
㈱
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ

ン
グ
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
部
、
㈱

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
㈱
ブ
ー
ル

ミ
ッ
シ
ュ
、（
一
社
）国
連P.R.I.D

.E

日
本
理
事
長
奥
田
正
明
、
㈱
フ
レ
ー

ベ
ル
館
、
プ
ロ
シ
オ
ン
の
会
、
前

澤
友
作
、
㈱
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
代
表
取

締
役
増
成
進
、
前
田
昭
代
、
㈱
万
代
、

松
野
勝
枝
、
松
尾
由
希
子
、
㈱
三

木
組
代
表
取
締
役
社
長
三
木
康
資
、

南
口
宣
広
、
水
山
武
博
、
向
順
子
、

村
舘
忍
、
㈱
ラ
グ
ザ
ス
・
ク
リ
エ

イ
ト
代
表
取
締
役
社
長
福
重
生
次

郎
、
㈱
ラ
ミ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

山
口
文
子
、
山
田
善
一
、
淀
川
区

社
会
福
祉
協
議
会
、
横
内
三
映
子
、

ワ
ー
ル
ド
メ
イ
ト
大
き
な
お
は
ぎ

を
あ
な
た
に
ど
う
ぞ
支
部
、
匿
名



は　く　あ　い（5）　No.78 2022.7.11
【
宮
城
県
】　
足
利
静
恵
、
木
川
田

雁
子
、
元
村
智
明

【
茨
城
県
】　
垣
内
利
仁

【
埼
玉
県
】　
松
山
聖
ル
カ
幼
稚
園

【
千
葉
県
】　
高
田
眞
理
子
、
橋
本

安
富

【
東
京
都
】　
淡
路
有
希
子
、
武
田

邦
隆
、
田
坂
知
加
子
、
土
肥
努
、

中
村
玲
子
、
馬
場
千
代
子
、
立
教

女
学
院
小
学
校
、
和
氣
政
広

【
神
奈
川
県
】　
伊
藤
英
子
、
古
谷

美
子
、
竹
中
眞
美
子

【
石
川
県
】　
北
川
茂
樹
、
側
垣
二

也【
滋
賀
県
】　
遠
藤
小
百
合
、
畠
中

彬
、
村
岡
俊
太
郎
、
吉
川
浩
也

【
京
都
府
】　
井
岡
勉
、
石
井
久
恵

香
、
北
村
敏
博
、
竹
林
徑
一
、
竹

林
敏
子
、
中
野
稜
介
、
長
谷
川
勝

彦
、
平
井
長
和
、
平
井
千
賀
子
、

深
谷
憲
司
、
藤
倉
寿
美
子

【
大
阪
府
】　
㈱
ア
イ
メ
ニ
ュ
ー
、

㈱
ア
エ
ル
、
青
木
和
美
、
青
木
沙

矢
、
青
栁
梓
、
赤
松
佳
香
、
浅
井

心
哉
、
浅
井
靖
久
、
浅
田
香
里
、

朝
日
麻
衣
、
あ
す
な
ろ
の
家
、
安

宅
貴
世
子
、
油
谷
咲
杏
、
荒
井
祐

子
、
荒
川
俊
子
、
井
内
益
美
、
井

口
梨
菜
、
池
本
信
昭
、
石
田
晴
子
、

い
ざ
な
み
監
査
法
人
、
石
田
美
郎
、

石
伏
保
子
、
石
本
栄
博
、
伊
勢
田

健
、
磯
悦
子
、
市
原
健
藏
、
市
原

俊
雄
、
伊
藤
範
子
、
伊
藤
陽
子
、

稲
岡
里
奈
、
井
上
裕
子
、
井
上
明

日
香
、
井
ノ
本
牧
子
、
今
井
佐
紀
、

今
鷹
美
由
紀
、
今
中
愛
子
、
今
中

淳
一
、
岩
村
達
弥
、
植
田
真
也
、

上
村
サ
ト
子
、
内
海
由
利
子
、
宇

野
喜
句
子
、
宇
野
徹
、
宇
野
豊
、

海
野
晴
男
、
江
里
口
立
子
、
江
畑

（
２
０
２
１
年
４
月
〜
２
０
２
２
年
３
月
）

博
愛
社
後
援
会
ご
芳
名 

＝
敬
称
略

浩
和
、
圓
滿
涼
輔
、
大
久
保
正
彦
、

大
久
保
由
佳
、
大
阪
北
部
ヤ
ク
ル

ト
販
売
㈱
、
大
城
ち
づ
る
、
太
田

久
美
子
、
大
宅
進
二
、
大
束
理
絵
、

大
西
良
和
、
大
西
由
香
里
、
大
野

高
史
、
大
野
千
鶴
子
、
大
野
寿
美
、

大
橋
祐
紀
、
大
森
奈
保
子
、
大
屋

奈
津
希
、
大
矢
め
ぐ
み
、
岡
亜
優

美
、
尾
方
由
美
、
岡
村
圭
奈
、
崗

村
悠
恵
、
岡
山
保
美
、
奥
野
敏
子
、

奥
山
美
江
子
、
小
椋
圭
一
郎
、
尾

崎
電
気
工
事
㈱
、
尾
崎
豊
美
、
織

田
一
容
、
織
田
恵
子
、
落
美
穂
、

小
沼
あ
ず
さ
、
小
野
真
友
美
、
小

野
光
雄
、
改
田
多
賀
子
、
梶
川
靖

夫
、
梶
原
忍
、
勝
原
沙
奈
美
、
勝

原
駿
、
門
脇
健
二
、
金
城
泰
二
、

金
田
朝
、
神
津
地
域
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
尾
崎
豊
美
、
上
岡
良
行
、

川
田
誠
、
河
村
卓
哲
、
河
村
秩
恵

子
、
神
田
浩
行
、
木
田
紗
野
花
、

喜
田
真
理
子
、
喜
多
み
ゆ
き
、
北

野
加
代
子
、
北
原
幸
子
、
吉
川
美

恵
子
、
金
瑛
美
、
岐
邨
章
子
、
木

本
有
紀
子
、
喜
屋
武
真
衣
、
キ
ン

キ
寝
具
㈱
、
串
谷
成
美
、
工
藤
孝

志
、
久
七
果
央
梨
、
久
保
恵
子
、

小
出
裕
司
、
幸
田
よ
し
美
、
河
野

光
裕
、
小
亀
綾
香
、
小
林
優
李
、

小
原
大
輔
、
斉
藤
泰
乃
、
斎
藤
純

加
、
齋
藤
ゆ
み
、
齋
藤
裕
、
酒
井

風
香
、
阪
上
博
昭
、
坂
本
智
映
、

坂
本
あ
か
ね
、
坂
本
康
一
朗
、
崎

間
由
紀
子
、
桜
田
梨
穂
、
佐
治
真

由
子
、
佐
野
節
子
、
佐
原
未
佳
、

猿
渡
孝
示
、
志
尾
幸
子
、
志
野
珠

紀
、
篠
田
高
陽
、
柴
田
真
央
、
下

垣
桂
二
、
下
林
美
恵
子
、
新
北
野

中
学
校
、
新
保
誠
敏
、
菅
原
奈
美
、

杉
野
美
保
、
杉
本
武
、
鈴
木
愛
梨
、

鈴
木
久
美
子
、
鈴
木
鈴
枝
、
鈴
木

敏
雄
、
鈴
木
理
帆
、
鈴
木
礼
子
、

鈴
木
洋
祐
、
角
静
香
、
大
門
美
貴

子
、
髙
島
ま
す
み
、
高
橋
明
子
、

髙
橋
伊
代
子
、
高
三
真
維
、
髙
谷

鮎
美
、
宅
間
優
希
、
竹
内
絢
子
、

武
富
さ
く
ら
、
竹
林
由
香
里
、
竹

本
有
希
子
、
田
島
荘
士
、
多
島
洋

介
、
橘
尚
子
、
龍
野
桂
子
、
巽
悠

里
、
立
川
武
生
、
建
部
茂
、
谷
上

瑠
洋
、
谷
本
奈
緒
美
、
谷
本
潔
俊
、

田
林
敬
子
、
田
村
優
江
、
田
村
隆

一
郎
、
田
村
桂
実
、
近
村
有
紀
、

チ
ャ
ン
テ
ィ
ベ
ー
ト
、
辻󠄀
哲
平
、

辻
野
由
美
、
土
永
詩
月
、
筒
井
か

お
り
、
恒
﨑
航
、
津
野
紀
代
志
、

税
理
士
法
人
津
野
・
倉
本
会
計
事

務
所
、
出
上
俊
一
、
手
島
百
合
子
、

鉄
谷
淳
二
、
寺
田
史
穂
菜
、
土
居

ひ
ま
わ
り
保
育
園
、
杤
尾
慎
一
、

友
井
秀
一
、
豊
川
雅
章
、
豊
田
医

院
豊
田
紘
生
、
虎
岩
千
浩
、
鳥
山

久
美
子
、
中
井
菜
摘
、
長
井
英
昭
、

中
川
忠
、
中
芝
正
美
、
中
島
実
沙
、

中
嶋
朋
美
、
中
島
緑
、
永
田
可
菜
、

永
谷
フ
ジ
エ
、
中
務
隼
、
中
辻
菓

子
店
、
中
辻
亜
紀
、
中
野
晶
子
、

中
野
香
津
子
、
中
野
泰
三
、
中
峯

桃
子
、
中
村
忠
雄
、
中
村
昭
代
、

中
村
と
志
、
中
村
未
来
、
中
本
瞳
、

中
矢
可
奈
子
、
鍋
谷
真
澄
、
奈
良

文
、
二
川
幸
子
、
二
川
雄
太
、
西

川
篤
志
、
西
川
香
奈
、
西
川
照
代
、

西
川
博
子
、
西
川
眞
砂
子
、
西
川

優
里
、
西
田
は
な
、
西
川
幸
宏
、

西
田
ヨ
シ
子
、
西
村
三
千
代
、
西

本
行
伸
、
仁
田
忍
、
野
上
千
春
、

野
口
恵
、
野
里
雄
二
、
野
沢
慶
仁
、

野
田
遥
佳
、
野
知
卓
司
、
橋
本
明

子
、
萩
原
昭
子
、
箱
崎
真
子
、
秦

香
、
畑
寿
一
郎
、
花
田
征
美
、
花

原
飛
鳥
、
幅
田
稚
菜
、
濱
田
一
輝
、

早
川
育
子
、
早
川
俊
、
早
川
文
子
、

林
眞
澄
、
林
園
佳
苗
、
早
瀬
佳
美
、
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原
寛
、
原
田
あ
か
ね
、
姫
井
昭
男
、

福
井
優
記
、
藤
瀬
愛
、
藤
田
由
美

子
、
藤
永
真
澄
、
藤
野
寛
暁
、
藤

村
真
美
華
、
藤
原
真
理
、
藤
原
結

花
、
文
野
陽
子
、
北
摂
環
境
サ
ー

ビ
ス
㈱
、
堀
内
信
男
、
前
杉
康
子
、

前
田
孝
一
、
前
田
禎
之
、
前
中
陽

子
、
槇
野
明
美
、
増
田
愛
子
、
松

浦
真
孝
、
松
川
恭
子
、
松
川
小
夜

子
、
松
永
英
子
、
松
永
美
幸
、
松

原
裕
也
、
松
村
唯
、
松
本
桃
花
、

三
木
康
資
、
水
嶋
保
、
水
野
冨
士

夫
、
南
和
代
、
三
船
麻
美
亜
、
宮

原
鈴
佳
、
向
順
子
、
宗
像
千
代
子
、

宗
藤
早
矢
、
村
上
ト
ヨ
ミ
、
村
川

麗
奈
、
㈱
メ
リ
コ
、
元
持
千
穂
、

森
ち
か
、
森
初
音
、
森
中
央
、
森

田
い
づ
み
、
森
本
朋
子
、
森
本
晴

夫
、
安
田
唯
、
柳
川
小
々
桜
、
柳

沢
佐
和
子
、
矢
野
沙
緒
里
、
山
内

紘
子
、
山
上
和
則
、
山
口
あ
つ
子
、

山
口
玲
生
、
山
五
㈱
、
山
下
君
子
、

山
田
英
実
、
山
田
陸
子
、
山
田
洋

子
、
山
中
聡
、
山
村
彩
夏
、
山
本

和
人
、
山
本
妙
子
、
山
本
久
江
、

山
本
智
英
、
湯
原
孝
子
、
芳
岡
節

子
、
吉
岡
穂
香
、
吉
澤
知
子
、
吉

田
圭
子
、
吉
田
史
子
、
吉
田
幸
祐
、

吉
松
政
子
、
吉
本
教
郎
、
淀
川
遊

技
業
組
合
山
本
一
博
、
米
倉
充
音
、

脇
麻
里
奈
、
和
田
聡
美
、
和
田
雅

夫
、
和
多
田
友
子
、
和
多
田
祐　

【
兵
庫
県
】　
青
木
正
博
、
赤
山
英

雄
、
揚
野
大
五
郎
、
イ
ー
ス
タ
ー

式
典
社
、
泉
迪
子
、
井
上
輝
久
、

今
西
時
子
、
今
西
信
之
、
上
野
貴

一
、
大
谷
未
来
、
大
西
博
孝
、
大

野
和
哥
子
、
大
本
千
尋
、
小
川
英

晃
、
奥
谷
幸
子
、
勝
田
亨
、
金
森

雪
絵
、
樺
山
真
己
子
、
北
村
寿
章
、

楠
部
欣
哉
、
㈻
神
戸
女
学
院
、
後

藤
真
希
、
木
場
加
苗
、
近
藤
彩
理

佳
、
桜
井
揚
子
、
佐
藤
耕
一
、
佐

藤
正
子
、
佐
野
信
三
、
佐
野
弘
子
、

清
水
千
鶴
代
、
㈻
松
蔭
女
子
学
院
、

東
海
林
恭
子
、
杉
山
克
枝
、
瀬
戸

謙
二
、
瀬
戸
義
子
、
㈱
多
い
夢
、

竹
下
恵
、
棚
橋
次
美
、
谷
政
敏
、

辻
毅
一
郎
、
中
井
朋
子
、
中
野
優
、

長
野
加
代
子
、
長
野
泰
信
、
中
原

マ
サ
子
、
中
村
大
蔵
、
成
田
弘
子
、

成
田
吉
哉
、
西
岡
浩
二
、
西
垣
晃

一
、
錦
織
久
、
西
台
宏
、
丹
羽
昇

子
、
野
瀬
一
吉
、
萩
山
理
恵
、
畑

野
研
太
郎
、
林
靖
彦
、
林
田
彩
花
、

樋
口
敏
雄
、
福
田
順
子
、
藤
山
向

日
葵
、
船
奥
雄
太
、
プ
ラ
ス
薬
局
、

堀
江
裕
一
、
松
岡
敏
子
、
松
本
貞

雄
、
曲
直
部
健
朗
、
水
口
正
樹
、

三
宅
享
子
、
宮
本
暢
二
、
森
本
武
、

安
井
未
沙
紀
、
山
﨑
弘
子
、
山
野

上
素
充
、
山
本
常
雄
、
山
本
雅
哉
、

横
山
秀
世
、
吉
田
恵
、
余
田
愛
子
、

若
山
陽
子
、
渡
邊
英
治
、
渡
邉
純

【
奈
良
県
】　
榎
原
沙
代
、
大
阪
タ

ン
ゴ
ク
ラ
ブ
、
小
野
耕
作
、
柿
木

章
、
小
玉
淳
一
、
小
牟
田
健
三
郎
、

小
牟
田
光
子
、
阪
峯
登
、
笹
川
忠

士
、
ニ
シ
キ
醤
油
㈱
、
西
﨑
満
、

増
森
規
子
、
吉
田
啓
子

【
愛
媛
県
】　
渡
邉
研
太
郎

【
岡
山
県
】　
青
木
実

【
沖
縄
県
】　
姉
崎
隆

　
2
0
2
2
年
度
、
病
児
・

病
後
児
保
育
室
『
ペ
コ
ラ
』

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ペ

コ
ラ
と
は
イ
タ
リ
ア
語
で
ひ

つ
じ
を
意
味
し
ま
す
。
昨
年

度
ま
で
は
、
病
後
児
ホ
ー
ム

『
つ
く
し
ん
ぼ
』
と
し
て
病
気
回

復
期
の
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か

ら
は
機
能
拡
大
し
病
気
や
ケ
ガ

で
体
調
不
良
の
お
子
さ
ま
も
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。
お
仕
事

を
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
す
べ

て
の
子
育
て
中
の
ご
家
庭
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
大
阪
市

在
住
で
生
後
6
か
月
～
小
学
校

6
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ま
が
対

象
で
す
。
ご
利
用
の
際
は
事
前

登
録
が
必
要
で
す
。

　
登
録
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
は
、

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら

有
難
い
で
す
。」
と
い
う
お
声

を
た
く
さ
ん
頂
い
て
い
ま
す
。

利
用
さ
れ
た
方
か
ら
も
「
ど
う

し
て
も
仕
事
が
休
め
な
く
て
本

当
に
助
か
り
ま
し
た
。」
等
の

お
声
を
頂
き
、
保
護
者
の
方
の

就
労
支
援
の
一
助
を
担
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
で
、
感
染
対
策
を
行
い
な

が
ら
看
護
師
と
保
育
士
で
情
報

共
有
・
協
力
を
し
、
お
子
さ
ま

が
安
心
し
て
過
ご
し
、
保
護
者

の
方
に
も
安
心
し
て
預
け
て
い

た
だ
け
る
病
児
・
病
後
児
保
育

室
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

�【
病
児
保
育
リ
ー
ダ
ー　
落　
美
穂
】

　
博
愛
社
後
援
会
会
費

▽
個
人　
１
口　
３
千
円

▽
法
人　
１
口　
１
万
円

　
い
ず
れ
も
年
会
費
で
、

　
期
間
は
４
月
～
翌
年
３
月

▽
郵
便
振
替
口
座
番
号

０
０
９
２
０・７・４
６
７
６

▽
口
座
名
義

　
社
会
福
祉
法
人　
博
愛
社

病
児
・
病
後
児
保
育
室
「
ペ
コ
ラ
」
開
設
！

【
博
愛
社
こ
ど
も
園
】
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大
阪
府
共
同
募
金
会
よ
り

「
２
０
２
１
年
度　

地
域
の
子
ど

も
の
福
祉
の
た
め
の
助
成
金
」
を

頂
き
、
次
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
①
「
自
立
に
向
け

た
生
活
応
援
事
業
」
進
学
や
就
職

が
決
ま
り
自
立
し
て
い
く
高
校
３

年
生
の
生
活
応
援
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
、
一
人
当
た
り
15
万
円
分
の
家

具
家
電
等
の
購
入
や
退
所
ま
で
に

自
立
生
活
を
練
習
す
る
た
め
の
環

境
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

②「
施
設
退
所
者
へ
の
支
援
事
業
」

施
設
退
所
し
て
か
ら
３
年
以
内
の

ら
し
を
地
域
の
中
で
過
ご
す
た
め

に
地
域
小
規
模
児
童
養
護
施
設
が

開
設
し
、
そ
の
運
営
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
た
め
に
環
境
整
備
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
事
業

に
お
い
て
も
、
運
営
方
針
で
あ
る

「
自
律
し
た
社
会
人
に
な
る
た
め

の
支
援
」
に
基
づ
く
、
自
立
へ
と

繋
が
る
大
切
な
取
り
組
み
に
な
り

ま
し
た
。
多
大
な
る
ご
寄
付
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。�【
勝
原　
駿
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
お
別
れ
会
は
、

例
年
通
り
で
は
な
く
、
こ
ど
も

た
ち
と
な
に
か
春
ら
し
い
楽
し

い
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か

と
考
え
た
の
が
、
い
ち
ご
狩
り

ご
っ
こ
で
し
た
。

　
本
物
の
い
ち
ご
に
触
れ
さ
せ

て
あ
げ
た
い
気
持
ち
も
あ
り
、

ど
う
す
る
の
が
い
い
か
を
担
当

者
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
の
担
任
に
で

き
そ
う
な
こ
と
を
相
談

し
、
０
、１
歳
児
の
低

月
齢
の
こ
ど
も
た
ち
は

画
用
紙
と
ラ
ミ
ネ
ー
ト

で
作
っ
た
い
ち
ご
を
壁

に
貼
り
、
１
、２
歳
児

の
高
月
齢
の
こ
ど
も
た

ち
は
、
折
り
紙
で
作
っ

た
い
ち
ご
を
洗
濯
バ
サ

ミ
で
挟
み
部
屋
の
中
に

い
ち
ご
狩
り
の
場
所
を

作
り
ま
し
た
。
い
ち
ご

狩
り
の
後
は
本
物
の
い

ち
ご
も
食
べ
、
ど
の
ク
ラ
ス
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
い
ち
ご

も
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
た

と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
ど
も
た
ち
の

今
と
向
き
合
い
、
楽
し
い
行
事

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

【
早
瀬
　
佳
美
】

　

２
０
２
２
年
度
に
高
校
、
中
学
、
小
学
校
に
進

学
し
た
こ
ど
も
た
ち
は
合
計
22
名
で
し
た
。
こ
ど

も
た
ち
の
文
具
や
生
活
用
品
、
通
学
用
の
自
転
車

な
ど
を
購
入
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
、
今
年
度

も
大
阪
府
共
同
募
金
会
を
通
し
て
、
N
H
K
歳
末

助
け
合
い
義
援
金
の
分
配
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
し
い
も
の
を
手
に
し
た
期
待
と
喜
び
を
感
じ
、

新
し
い
環
境
や
生
活
に
不
安
や
緊
張
を
抱
き
な
が

ら
も
、
精
一
杯
こ
ど
も
た
ち
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
し
、

こ
ど
も
た
ち
自
身
が
大
切
な
存
在
だ
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

【
勝
原　
駿
】

NHK歳末たすけあい義援金に感謝
～進学するこどもたちへ～

「
令
和
3
年
度
　
地
域
の
子
ど
も
の
福
祉
の
た
め
の
助
成
金
」

　 
大
阪
府
共
同
募
金
会
よ
り
助
成
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
～
自
立
を
サ
ポ
ー
ト
～

卒
業
生
に
向
け
、
ふ
る
さ
と
便
と

称
し
た
仕
送
り
を
２
０
２
１
年
度

か
ら
開
始
し
、
内
容
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
助
成
金
を
使
わ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
③
「
地
域
小
規
模
施

設
の
環
境
整
備
補
助
」
こ
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
よ
り
家
庭
的
な
暮

いちごをいただきま～す！

いちご狩り楽しいな！

い
ち
ご
狩
り
を
し
よ
う

い
ち
ご
狩
り
を
し
よ
う

【
こ
ひ
つ
じ
乳
児
保
育
園
】

【
こ
ひ
つ
じ
乳
児
保
育
園
】　　
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一
九
四
五
年
八
月
、
長
い
戦
争

も
終
わ
り
博
愛
社
の
戦
後
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
し
か
し
戦
後
、
博

愛
社
が
早
急
に
対
処
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
課
題
の
一
つ
が
「
戦

災
孤
児
」
の
救
済
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
つ
き
過
去
の
年
史
に
も
触
れ

ら
れ
、
七
五
年
記
念
の
及
川
英
雄

『
主
備
え
給
う
』
に
は
大
阪
駅
や
街

頭
に
溢
れ
た
孤
児
た
ち
は
一
先
ず

「
梅
田
厚
生
館
」
に
一
時
収
容
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
博
愛
社
に
も
送
ら
れ
て

き
た
。
そ
れ
は
四
六
年
四
月
一
七

日
よ
り
翌
年
三
月
末
迄
、
男
児

三
五
一
名
、
女
児
一
九
三
名
で
、

彼
等
は
毎
日
の
よ
う
に
厚
生
館
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
で
送
り
込
ま
れ
た
が
、

生
活
に
馴
染
め
ず
逃
亡
す
る
児
童

も
あ
り
、
彼
等
を
探
索
す
る
の
が

「
職
員
や
保
姆
た
ち
の
日
課
の
一
つ

と
な
っ
た
」
と
あ
る
。

  
八
〇
年
記
念
の
『
博
愛
の
園
』

に
は
、
保
護
さ
れ
た
こ
ど
も
た
ち

の
中
に
は
逃
げ
出
す
児
童
も
多
く

い
た
。
衣
食
住
や
衛
生
面
等
の
中

で
最
も
ひ
ど
か
っ
た
の
は「
食
事
」

で
あ
っ
た
と
し
、「
た
べ
盛
り
の

子
供
な
の
に
、

絶
対
量
が
足

り
な
く
て
、

目
ば
か
り

ギ
ョ
ロ
ギ
ョ

ロ
と
、
子
供

の
人
相
ま
で
変
え
て
し
ま
う
有
様

を
み
て
不
憫
で
し
た
」（
九
四
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。『
春
夏
秋
冬

恩
寵
の
風
薫
る
』の
年
表
に
も「
終

戦
後
、
街
頭
に
氾
濫
し
て
い
た
戦

災
孤
児
、
浮
浪
児
を
梅
田
厚
生
館

よ
り
引
受
け
、
施
設
の
全
機
能
を

あ
げ
て
、
こ
れ
に
取
組
み
、

五
四
四
名
の
大
量
収
容
と
な
っ

た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
、

救
済
し
た
児
童
数
は
四
九
三
名
と

の
記
録
も
あ
る
）。

　
当
時
の
社
長
は
小
橋
カ
ツ
エ
で

あ
る
。
博
愛
社
に
「
業
務
日
誌
」

が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
様
子

の
断
片
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

四
六
年
四
月
一
七
日
の
段
に
は

「
山
野
井
姉　

戦
争
孤
児
五
名
男

三
女
二
大
阪
駅
迄
児
童
を
迎
へ
に

行
か
れ
た
り
」、
四
月
二
六
日
に

も
山
野
井
が
淀
川
善
隣
館
の
帰
途

に
、「
大
阪
駅
戦
災
児
取
扱
科
よ

り
□
□
引
取
り
厚
生
館
に
託
す
」、

五
月
八
日
に
も
山
野
井
が
「
午
前

中
大
阪
駅
へ
戦
災
児
収
容
に
行
か

る
」と
あ
る
。
六
月
一
日
に
は「
戦

災
児
退
送
に
は
ど
の
団
体
に
も
頭

を
な
や
ま
し
て
ゐ
る
。
本
社
に
て

も
連
日
の

や
う
に
入

社
す
収
容

に
対
し
て

大
分
よ
く

な
つ
た
が

や
は
り
退
送
の
跡
は
た
え
な
い
」。

心
の
落
ち
着
か
な
い
彼
等
に
つ
い

て
「
御
面
倒
を
見
て
下
さ
る
保
姆

さ
ん
方
の
労
苦
は
大
へ
ん
だ
」
と

入
所
時
の
大
変
な
様
子
が
認
め
ら

れ
、
戦
災
孤
児
の
受
け
入
れ
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

史
料
で
あ
る
。
加
え
て
、
博
愛
社

に
は
戦
後
、
彼
等
の
生
活
を
支
え

た
ラ
ラ
物
資
や
C
C
F
の
史
料

が
残
さ
れ
て
い
る
。
戦
災
孤
児
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
博
愛
社
襲
蔵

の
中
の
史
料
調
査
と
共
に
梅
田
厚

生
館
の
史
料
に
つ
い
て
も
渉
猟
し

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、

聖
贖
主
教
会
牧
師
の
側
垣
基
雄
が

当
時
、
三
光
塾
を
立
ち
上
げ
戦
災

孤
児
た
ち
を
救
済
し
た
事
実
も
重

要
で
あ
る
。
一
方
、
博
愛
社
の
歴

史
に
お
い
て
「
業
務
日
誌
」
の
大

切
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、
職
員

さ
ん
達
が
日
々
の
業
務
を
記
録
さ

れ
、
そ
れ
は
代
々
、
大
切
に
保
存

さ
れ
て
き
た
。
あ
ら
た
め
て
先
人

の
記
録
保
存
の
姿
勢
に
も
頭
が
下

が
る
思
い
で
あ
る
。

室
田　
保
夫（
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
入

居
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し

て
施
設
見
学
の
ご
案
内
が
出
来
て

お
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
ご
家
族
が

入
居
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の

施
設
を
見
る
事
が
出
来
な
い
事
に

歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
動
画
を
作
成
し
て
ど
の

よ
う
な
施
設
な
の
か
ご
覧
い
た
だ

く
事
で
、
少
し
で
も
不
安
要
素
を

取
り
除
く
事
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
こ
の
度
、
Y

�
o
�u�

T
u
b
e
を
始
め
ま
し
た
。
職

員
の
鈴
木
と
共
に
施
設
設
備
の
前

編
、
後
編
を
撮
影
し
ま
し
た
。
お

時
間
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
博
愛
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
観
る
こ
と
が
出
来

ま
す
）�

【
坂
本　
康
一
朗
】

博
愛
社
の
歴
史
探
検
　【
36
】

博
愛
社
と
戦
災
孤
児
救
済

　毎年10月に行う「博愛社フェ
スティバル」ですが、（仮称）第
二博愛社の工事が始まり場所も限
られているため、今年度は社内の
こどもたちが楽しめる１日になる
よう感染対策を取りながら「社内
のみでの開催」を計画中です。こ
どもたちの笑い声や楽しむ姿を想
像しながら、職員で案を出し準備
を進めていきます。

博愛社フェスティバル
社内のみで開催

はじめました。
【特別養護老人ホーム博愛の園】


